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「ここを卒業
したのはもう

30年以上も前
のことで

す」。農学部
2号館の正面

玄関に立った
西川教

授は目を細め
て太田教授に

そう話しかけ
た。二

人は同じ農芸
化学科に学

び、応用微生
物研究

所の先輩と
後輩にあたる

。西川教授
は68年、

太田教授は7
1年の卒業だ

が、大学紛争
のあお

りで二人とも
卒業式はなか

ったという。

「あの頃の実
験室といえば

、冬は寒風吹
きすさ

び、夏は蒸し
風呂状態でし

た」と西川教
授は笑

う。暑を避け
て夕方から実

験を始め、深
夜に

及ぶことも多
かった。真夜

中には皆で盃
を交わ

した。銘柄は
サントリーレッ

ド。それを聞
いて太

田教授が応え
た。「あのボト

ルにはちょうど
いい

波線があって
、実験用の容

器としても重
宝しま

した」。

教授たちはそ
こからキャン

パス東端の生
命科

学総合研究棟
へと足を向け

る。

二人が在籍し
た応用微生物

研究所は93年
に

分子細胞生
物学研究所と

改称され、い
くつかの

研究室が新
設された。こ

の研究棟の目
的のひ

とつが同研究
所の研究活動

だ。

「昔は大腸
菌や枯草菌

などの細菌
がモデル生

物として研究
の主体でした

が、いまは酵
母、培

養細胞や個体
としての動物

がメインにな
ってきて

います」と太
田教授は説明

する。分子生
物学の

進展やゲノム
プロジェクト

の流れを背
景に細胞

の構成分子に
ついての総合

的研究の必要
性が

高まっている
のだ。

研究棟の屋
上に上がると

昔の学生寮
の跡地

が見える。豊
かな緑が風

に揺れている
。木立

の間に西川
教授の家の

屋根がのぞく
。それを

眺めながら教
授が静かに言

った。「私の家
はもう

90年近くもこ
こにあります

。大学から迷
惑を被っ

たこともありま
したが、よい

環境を享受し
てもいま

す。閑静で、
緑も多い。同

じように感じて
いる住人

は他にもたくさ
んいるでしょう

。ですから、
研究を進

めるうえで、地
域も含めた環

境の整備と安
全性に

はどうか充分
注意してくださ

い。そうした配
慮があ

ってこそ、皆さ
んの研究成果

が一層活きて
くるので

すから」。この
言葉に太田教

授はにこやか
にうなず

いた。

現在、生命科
学総合研究

棟には旧農芸
化学

科系の研究室
が6つ、分子

細胞生物学研
究所の

研究室が6つ
ある。

寒風吹きすさ
ぶ

実験室から

近代建築の研
究棟へ

生命科学総
合研究棟
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キャンパスを歩き、街を訪ねる。
そこには先端の研究があり、歴史がある。

今回はキャンパス東端に新設された生命科学総合研究棟を訪ね、正門前の高崎屋商店を覗く。


